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2022-23 年度国際ロー タ リー テー マ  

「 イ マ ジ ン  ロー タ リ ー 」  

2 022-23 年度 ク ラブ テー マ  

「 ロ ー タ リ ー を 学 び 、 語 り 、  

奉仕 を 実践 し て い こ う 。 “Ｔ ｈ ｉ ｎ ｋ ”」  

 

週  報  第２６９０回  

２０２３年３月３日  

              八千代ロータリークラブ  CLUB NO.15070 

今 回 例 会 行 事       テ ー マ：泌尿器科って何を診る科なの？  

担当：クラブ広報委員会   卓 話 者：花島文成会員  

次 回 例 会 ３月１０日 テ ー マ：地域と医療と福祉の連携  

大和田地域包括について  

担当：雑誌委員会      卓 話 者：安達直弘様  
♦ ♢ ♦ ♢第 ２ ６ ８ ９例会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司会  中島貞好  

「 奉仕の理想 」  
 

会 長 挨 拶      会 長  杉  晟  
 

皆さん 、 こんにちは 。  
今月は、 「平和構築と紛争予防月間 」で
す 。 この こ とについての話をします 。  
ロ シ ア が ウ ク ラ イ ナ に侵攻 し て今日 24

日で 1年に な り ま す 。 こ の 間 、 ウ ク ラ イ ナ
に お い て は多 く の 人道的被 害や各種の
重要 イ ン フ ラ の被害が発生 し て い ます 。
こ の 戦 争 は 中 々 終 わ り そ う も あ り ま せ ん
し 、 あ る種の分断が進んでいる様に思わ
れ ます 。 国際機関で なん と か な ら な い も
のでし ょ うか？  
先ずは、ガバナー月信 VOL8に掲載の

小倉ガバナーのお話をします 。  
昨年 2月か ら始 ま っ た ロ シ アに よ る ウ ク ラ
イナ侵攻 、そしてその後の戦争の被害状
況は 、 目 を覆いた く な る惨状です 。 一日
も早い戦争の終結 を願 う ばか り です 。 私
たち ロー タ リ ア ンは 、 ウ ク ラ イ ナの支援の
ため 、寄付や募金活動を行い 、 さ ら には
地 区 と し て 簡 易 宿 泊 施設 の 寄 贈 を 行 い
ま し た 。 し か し 、 テ レ ビに映 し出 され る惨
状を見つめなが ら 、 それ以上何 もで き な
い も ど か し さ を 強 く 感 じ て い ま す 。 本 年
度 RIの テーマ 「 IMAGINE ROTARY 」 は 、

ビー トルズの IMAGINEとい う曲から インス
ピ レーシ ョ ン を受 けた と 、 ジ ェ ニ フ ァー E.
ジ ョーンズ会長はおしゃっています 。  
現在、 「戦争のない世界 」を想像するこ と
は 難 し い と こ ろ で す が 、 ロ ー タ リ ー の 究
極 の 目的 は 、 国 際 理解 と 世 界平 和の 実
現 で す 。 そ の た め に 、 私 た ち ロ ー タ リ ア
ンは これ まで平和 フ ェ ロ ーの育成 、青少
年交換 、 財 団奨学 生の派遣 、 米 山記 念
奨学生の支援 、 さ ら には世界中のポ リ オ
根 絶 の 活 動 に よ っ て 国 際 理 解 と 世 界 平
和に向けた様々な活動を続けています。
私 は こ れ ら の 地道 な青少 年への 奉仕 活
動や世界平和へ向けての様々な活動に
よって 、いずれ真の国際理解と世界平和
が実現 され る こ と を イ マ ジ ン （ 想 像 ） し て
います 。  
 私達は ロータ リ ーの例会での話 し合い 、
切磋琢磨を通じて 「良 き友人 」 を得る こ と
が で き 、 「 奉 仕 に 理念 」 す な わ ち 人 に対
す る 思 いや り と 他 人 の た め に尽 く す こ と
を理解するこ とによ って 「自分の周 りにい
る 人 す べ て が 大 切 な 人 」 と い う こ と を 会
得でき ます 。 この 「 奉仕に理念 」 を ロー タ
リ ア ン ばか り で な く 世界中の人々に広め
る こ と が 出 来 れば 戦争 な ど 起 こ る こ と は
あ り 得 な い で し ょ う 。 そ の た め に も 、 ジ ョ
ン ・ レ ノ ンの 「 IMAGINE 」 の 歌詞を思い起
こ し 、 戦争の ない平和な世界 を イ マ ジ ン
（想像 ）す る こ と です 。 と小倉ガバナーは
述べておられます 。  
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この様な戦争の中でも 、世界情勢を良
く し よ う と い う 事で 、大 きな国際会議が開
かれてお り ます 。 そのひ とつの世界経済
フ ォ ー ラ ム 年 次 総 会 （ 通 称 ダ ボ ス 会 議 ）
が 1月 16日か ら 20日 ま で ス イ ス 東 部の ダ
ボ ス で開催 さ れ ま し た 。 こ の 世界経済 フ
ォ ー ラ ム は 、 経 済 、 政 治 、 学 究 、 そ の 他
の社会における リーダーたちが連携する
こ とに よ り 、世界 、地域 、産業の課題から
世界情勢の改善に取 り組む こ と を目的 と
し た 国 際機 関 です 。 各 国 首 脳が 大勢 集
ま りいろいろなセ ッシ ョ ンに参加していま
す 。 一 週 間 に わ た っ て ロ シ ア の ウ ク ラ イ
ナ 侵 攻 な ど で 分 断 が 深 ま る 世 界 の 課 題
について も議論 されてい ます 。日本か ら
は日銀総裁黒田東彦氏 、 西村経済産業
大 臣 、 河 野 デ ジ タ ル 大 臣 、 後 藤 経 済 再
生担当大臣が各セ ッ シ ョ ン に 参加 し ま し
た 。 会議のテーマは 「 分断 された世界に
お け る協力の姿 」 で す 。 分 断 さ れ た と 言
い切っ てい ます 。 記録的な イ ン フ レ や紛
争 な ど の 危 機 が 深 ま る 中 、 各 国 の 首 脳
陣や企業幹部らがどのよ う な処方箋を示
せるか注目されています 。  
世界経済フォーラム総裁のボルゲ ・ブレ
ンデさんは 1月 20日閉会の辞で、今回の
年次総会では特に食糧、エネルギー 、
気候とい う最も緊急な危機への取り組み
で進展が見られた とし 、 「 今日 、世界はよ
り分断されているが 、明日もそ うである必
要はないとい うのが 、私がこの一週間で
得た最大の教訓だ 」 と述べています。非
常に抽象的ですが 、含蓄のある言葉で
ある と思います。  
も う 一 つ は 、 国 連総会は 23日 、 ロ シ ア

のウ ク ラ イナ侵攻開始から丸 1年とな るの
に合わせて開催 さ れ た緊急特別会合で 、
ロ シア撤退やウ ク ラ イナ平和決議は圧倒
的多数で採 択 さ れ ま し た 。 141カ 国 が 賛
成 し 、 ロ シ ア を 含 む 7カ 国 が 反 対 、 中 国
やイ ン ド な ど 32カ国が棄権 し ま し た 。 2/3
以上の賛成で決議が採択されましたが 、
一方で 、反対や棄権などに回 り ロ シ アへ
の配慮を示した国もおよそ 50か国にのぼ
り 、 国際社会の分断 も改めて浮 き彫 り に
さ れ ま し た 。 分断は 、 ア メ リ カ 国内で も 、
政治的な分断が生じてお り 、 同 じ社会に
住んでいて も起 こ る事です 。日本で分断
は起こらない と考えている方もいらっ しゃ
い ますが 、 す でに起 こ っ て い ます 。 貧困
世 帯 は 年 々 増 加 し て お り 、 経 済 的 格 差
が 広 が っ て き て い ま す 。 IT リ テ ラ シ ー の
差によ る分断も生じています 。 しかし 、世
界 に 対 す る 平 和 へ の 願 い に 対 し て 、 政

治へ の コ ミ ッ ト メ ン ト は 我 々 ロ ー タ リ ー と
し て 控 え な け れば な ら な い 。 で き る 事 が
あ る とすれば 、 それに関わ る事が出来 る
人 材 を 育 成 す る 事 で 、 先 ほ ど 小 倉 会 長
が述べ ら れた様に 、 平和 フ ェ ロ ー シ ッ プ
で国際的な連携のきずなが出来ていると
い う事も一つです 。  
また国 と国の架け橋など 、 「 架け橋 」 と い
う 言 葉 を 使 っ て 、 世 界 平 和 を 実現 し よ う
と し て い る 基 金 も あ り ま す 。 米 山 記 念 奨
学会です 。世界 と日本の架け橋になろ う
と し 、 米 山記念奨 学会が あ り ま す が 、 わ
た し は疑問に感 じ てお り ま す 。 本当の架
け橋になっ て 、 民間外交 と し て活動す る
にして も米山奨学生の人数が多すぎる と
思い ます 。 半数に し て不都合が生 じ る こ
と は な い と 思 い ま す 。 残 り の 半数 を 日本
の 若 者 が ア メ リ カ に 留 学 し て も ら い 、 米
山梅吉翁のよ う なグ ローバルな活動が出
来る人材になって も ら う こ と です 。 そ し て 、
少 子 高 齢 化 ・ 生 産 人 口 減 少 に 対 し て 生
産性向上を喫緊の課題 と し て当たって も
らいたい。  
そ の為 に は 米山記念奨学会に 日本 の学
生も対象となる事を願ってやみません 。  
 

幹 事 報 告     幹 事  中 村 賢 治  
 
・ お 手 元 に ３ 月 の 例 会 予 定 を 配 布 し ま し
た 。変更等ございますのでご確認下さい  
・ ５ /18～ 19 は親睦旅行の予定です 。 池
田親睦委員長 と 協 議 し 、 一 旦参加希 望
を 伺 い 、 希 望 者 が少 な い 場 合 は 違 っ た
形での開催とする予定です。  
・ 地 区か ら ト ル コ ・ シ リ ア地震被災地への
災害救援基金への寄付依頼が来 ま し た
ので、た くはつを行います 。  

 

委員会報告  
 
ﾛｰﾀﾘｰ財団    ｶｳﾝｾﾗｰ  君塚欣哉  
 
 ｱﾒﾘｶの ﾐｼｶﾞﾝ大学に派遣している松井
智世さんから定期報告が届きましたので
ご紹介します 。  
 
 11/23 にサンクスギビングデー（収穫に

感謝する日）がありました。アメリカで七

面 鳥 と い え ばサ ンク ス  ギ ビ ン グデ ーの デ

ィナーです 。 11/23 は日本でも祝日でし

たよね。勤労感謝の日です。この２つの祝

日、実は深いつながりがあります。もとも

と 11/23 は新嘗祭という神道の祝日でし

た。第二次世界大戦後に GHQ により国家
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神 道 色 が 強 い 新 嘗 祭 と い う 名 前 は  Labor  

Thanks G iv ing Day(勤 労 感 謝 の 日 )に 変

更されたのでした。  

冬学期に受けている興味深い授業を２つ

ご紹介します。１つ目が  Comprehens ive  

Hea l thcare  Strategy  という授業です。ア

メリカの病院経営がどのように成り立って

いるか  を学びます。アメリカの医療費用は

日本と比べて大変高いです。そうなってし

まう背景には Medicare  と呼ばれる公的保

険の予算がタイトであること、高齢者が増

加していること、そして保管会社と病院の

パワーバランスといった複雑な構造が影響

しています。患者さん中心の治療が出来な

い構造となっており、日本の医療制度の有

難さを改めて感じました。２つ目の授業は

オペレーションの授業です。 特定の企業の

オペレーションを学ぶことはアメリカのビ

ジネススクールでもほとんど無いのです

が、TOYOTA は例外です。TOYOTA が行

っている改善・KAIZEN は米国でも教科書

に出てくる単語として定着しています。

Muda(無駄 )を減らし、Kaizen を行う。こ

のリーン生産方式と呼ばれるオペレーショ

ンは、学術的に研究され、全世界で学ばれ

ています。  

ミシガンは本日も大雪。日本も例年以上

の積雪量と聞いております。  

皆様ご自愛くださいませ。  
 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Y 委員会       中村賢治  
 
2/28・ ３ /1 に西高津小学校で ﾕﾒｾﾝを開
催します 。ご参加の会員は 10:30 の開始
に間に合う様にご参集下さい 。  
 
親睦活動委員会    委員長  池田  建  
 
親睦旅行は ５ /18～ 19 に開催予定です 。
出欠表を回覧しますのでご記入下さい 。  
 

お祝い  
 
結婚記念日 ：渡邉敏美会員  

例 会 行 事  
担 当 ： 研 修 会  中 村 賢 治  

 

 本日は研修 ﾘｰﾀ ﾞｰ飯生会員から 、 ﾊﾟｽﾄ

ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾅｰの 鈴木憲輔氏の卓話 「 社会的責

任の中心 と し て の 職業奉仕 」 に 沿 っ て 、

お話頂きます 。  
 
ﾃ ｰ ﾏ ： ク ラ ブ協議会  

卓話者：飯生高一郎会員  

  

皆さんこんにちは 、研修 りーダーの飯

生です。今日は、本年度 ４回目の卓話と

な り ます 。  

過去 ３回は ロー タ リ ーにおいて基本的に

最重 要 な職 業奉仕に つ い て 勉 強 を し て

参 り ま し た 。 ま た会長 も １月最終例会 と ２

月 の 第 １ 例 会 に て 見識の深い会長挨拶

をし 、皆様方も既に深い見識をお持ちの

事 と考え ます 。そ こ で今日は私が最初の

卓話の時約束 し た 、 我 が 八千代 RC の

「職業奉仕の先生 」 こ と PG の鈴木憲輔

先生の卓話原稿が見つか り ま し たので 、

この卓話原稿を使い 、おそ ら く今年最後

の研修会 と な る こ の機会に 、皆様 と 勉強

したいと思います 。  

以下 2 部の卓話原稿とな り ます 。  

( I )職業奉仕における 「個人奉仕 」の意義  

～個人は良心の座であ り  創造性 と責任

感の源泉である～  

( 2 )社 会 的 責 任 の 中 心  と し て の 職 業 奉

仕～ 1993/12/15 第 2790 地区  第 3 回諮

問委員会における卓話よ り～  
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今日は ( 2 )の 「社会的責任の中心として

の職業奉仕 」の原稿をコピーしてお手元

に配布しました 。尚 ( I )に興味のある人は

事務局にお声がけ下さい 。  

 
「 社会的責任の中心としての職業奉仕 」  
ﾊﾟｽﾄｶ ﾞﾊ ﾞﾅｰ  鈴木憲輔氏による
1993/12/15 第 2790 地区第３回諮問委員
会における卓話よ り 。  
 
まず最初に私の職業奉仕 とい う も のに対
す る基本的な見解か ら申 し上げ ます と 、
そ れ は 、 「 職 業 奉仕 と は こ の 社会 を作 る
こ と で あ る 。 そ れ は 奉仕 中の奉仕で あ り 、
私共の一切の奉仕の源泉で も あ る 」 と い
う こ と で あ り ます 。最近毎日のよ う に新聞
紙上に報道 さ れ る 政財界 の不祥事件は
私 共 の 心 を 暗 く し 、 国 民 と し て の 誇 り す
ら 失い兼ね ない も の が あ り ま す 。 特 にバ
ブ ル の 崩 壊 と 共 に 露 呈 さ れ た 最 近 の 国
民 の 沈 滞 し た 気 分は 終 戦 以来私共が 、
か つ て経験 し な か っ た も の の よ う に私に
は思われ ますが 、 皆様は如何で し ょ う か 。
私 は こ の よ う な 場合 に最 も 大切 な こ と は 、
やは り一度 ものの本質に立ち還っ て深 く
考えてみる こ とではないかと思います 。  
 
ポール ・ハ リ スの "Th i s  Rotar i an  Age"に
見る当時のシカゴの状勢と職業と社会の
関係  
そのよ う な気持ちから私は先日ポール

・ ハ リ ス の "Th i s  Ro tar i an  Age"を 読ん で
みました 。そ こには 19 世紀末のシカゴに
お け る 人心 の廃 頽が如実 に描か れ てお
り 、 こ れに対 し てポール ・ ハ リ ス は次の よ
うに述べており ます 。  
「 そ れ に も 関 わ ら ず 、 シ カ ゴ に は 見 逃 し
てな ら ない勢力があった 。それは市民の
胸に潜むシ カ ゴ 魂 " I  w i l l "の精神で あ っ
た ⋯ 心 あ る市民は文化的な聖な る戦いを
待 ち 望 ん で い た 。 そ し て こ の よ う な 物 情
騒然た る都市シ カ ゴ こ そ は ロ ー タ リ ー 発
生 の 絶 好 の 地 で あ っ た の で あ る 。 」 そ し
て彼は 1905 年に同志三名と共にまず職
業泰仕の団体 と し で ロ ー タ リ ー を 創設 し
ま し た 。 職 業が私共の生 き る た めの も の
である とい う こ とは当時も今も変わらぬ事
実 で あ り ま す 。 し か し 職 業 に は も っ と 本
質的な意味がある 。 それは この社会を作
っ て い る と い う こ と で す 。 そ れ は 丁 度 私
共の細胞が体を作っている よ う に職業は
この社会を作っ てい るのです 。た だ細胞
と 違 う 点 、 そ れ は細胞には意識は あ り ま

せ ん 、 し か し 人 間 に は意識 が あ り ま す 。
そ し て社会 を創造 し 、 よ り 高 い 価値 を実
現し よ う とす る意欲を も っ てい る こ と です 。
「 最 も奉仕する者は最も報いられる 」 とい
う あ の シ ェ ル ド ン の 言葉は こ の 人間 と 社
会 と の 本 質 的 な 関 係 を 最 も 簡 潔 に 言 い
表 し てい る よ う に私には思われるの です 。
私共はこの世に生を受け、 20 余年近 く学
校 に 通 い ま す が 、 そ の 目 的 は 何 等 か の
職業につかんがためだ と思い ます 。そ し
て職業を通じて社会の発展に尽 くす とい
う こ とは人間と して本来の使命であ り 、人
間は こ の た めに この世に生 まれて き た と
言 っ て も 決 し て 過 言 では あ り ま せ ん 。 ポ
ール ・ハ リ スは上述の著書の中で社会奉
仕のこ とを 「 人間最高の道楽 」 と申してお
り ますが道楽でない社会奉任、それは職
業をおいて外にはないのではないでし ょ
うか 。  
 
職業奉仕か社会奉仕か、  

決議二三 -三四のできた意味  
1910 年代に ロ ー タ リ ー では その目的に
ついて職業奉仕か社会奉仕か とい う こ と
で大論争が起こ り ま した 。そして 1917 年
に は こ の 中 の 社 会奉仕 を 主 張 す る 人々
が分離独立をしてお り ます 。 皆様は決議
二三 -三四 とい う も のを御存じだ と 思いま
す。そして 1923 年にはこの反省から ロー
タ リ ーの あ り かたが一層はっ き り と さ れ る
こ とにな り ました 。  
この決議では ⋯ 「 ク ラ ブが一固 ま り に なっ
て行動するよ う な活動よ り も 、広 く総ての
ロ ー タ リ ア ン の個々の力 を動員す る も の
の 方 が よ り ロ ー タ リ ー の 精神 に か な っ て
い る と 言 え る 」 と 述 べ 、 次 い で 「 ク ラ ブ に
おけ る活動は 会員に奉仕の訓練 を 施す
ための言わば研究室における実験と して
のみ これを見るべ きであ る 」 つ ま り ロ ー タ
リ ー に お け る 活 動 の 目 的 は 私 共一人一
人が この社会に奉仕す る と い う 自覚 を与
え る こ と で あ っ て 、 ク ラ ブ と し ての活動は
そのための訓練 、つま り一種の生涯教育
のための学校 (理想は松下村塾 )のよ う な
も の だ と い う の が こ の決議の主旨ではな
い か と 思 い ま す 。 そ し て ロ ー タ リ ー で は
前 者 を 一 応 「 個 人 奉 仕 」 、 後 者 を 「 集 団
奉仕 」 と言ってお り ます 。  
 
集団主義の復活とその結果  
と こ ろが 1978 年になって R1 会長レヌー
フの時にロータ リーには再び集団主義が
復 活 さ れ ま し た 。 こ れ に つ い て 彼 の 「 多
数 の鉄砲 よ り 一 つの 大砲 」 と い う 言葉 は
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有 名 で す 。 そ し て そ の 考 え の 下 に 御 承
知 の ポ リ オ プ ラ ス 運 動 が 行 わ れ 、 更 に
1987 年には 「職業奉仕に関する新方針 」
が 発 表 さ れ ま し た 。 そ し て こ の新方針で
は こ れ ま で 職業 と い う も の が専 ら 個人の
責任において行われ る こ と が 当然だ と さ
れ て き た も の が 、 こ こ で は 集 団化 さ れ た
のであ り ます 。即ち新方針では  
①職業奉仕は これか ら ク ラ ブ と会員の共
同貴務となった と言い  
②は ク ラ ブ と 会 員 の役割 を 定 め 、 ク ラ ブ
は会員のためにプ ロ グ ラ ム を 開発 し 、会
員 は そ の プ ロ グ ラ ム に 応 え る と さ れ て お
り ます 。 し か し この考えは 、 これまでの職
業奉仕の考 え の下 では明 ら か に 種々の
無理な点が考えられます 。  
例えば ク ラ ブ と会員共同 と の責務 と言 っ
ても会員が何等かの事業を行 うために銀
行か ら借入れをす る場合 、 ク ラ ブ で の保
証 と い う よ う な こ と は 有 り う る で し ょ う か 。
又例 えば会員の中に一流の画家がお ら
れた と し た 場合 こ の会員のために ク ラ ブ
で そ の プ ロ グ ラ ム を 作 る と い う よ う な こ と
が果た し て可能でし ょ う か 。 し か し この こ
と は 何 も 画 家 に 限 っ た こ と で は な く 専 門
職の団体である ロ ー タ リ ーの総ての会員
に当ては ま り ます 。そん な訳で同方針で
は これ ま での職業奉仕 と い う も のの考 え
を 根 底 か ら 覆 え さ ざ る を 得 な く な っ た の
で あ り ま す 。 即 ち 綱 領 に お け る 「 自 ら の
職業を通じて 」 と 言 う ロータ リー創設以来
の本旨 を な く し て 、 そ の 代 り に 人様 の職
業の た め のお手伝 い例 えば職業指 導 と
か情報提供 と い う よ う な も の が職業奉仕
で あ る と い う こ と に し た の で あ り ま す 。 し
か し こ の こ と は 先 の 決 識 二 三 -三四で ロ
ー タ リ ーの精神 と言 われていた 「 個 人 奉
仕 」 を な く し て そ の 手段 で あ っ た 訓練つ
ま り 「 集団奉仕 」 を逆にロータ リ ーの目的
に し た と 言 え る と 思 い ま す 。 し か し 皆 様
は ロ ー タ リ ーの網領  (Ob jec t )  を お読み
に なればお解 り に な る よ う に そ こ に 書 か
れてあ る ものは総てが職業人 と し て人生
のあ り か た 、つ ま り 「 個人奉仕 」 に関わ る
も の で あ り ま す 。 そ し て 網 領 の 第 ２ に 述
べられてい る ロー タ リ ーの四大奉仕の一
つ で あ る 職 業 奉 仕は 決 し て 他人 の 職業
の た め の も の な ど で は な く 自 ら の も の で
あ る こ と は 明白 で あ り ま す 。 職 業 は 社会
的責任であ り 、 自分が この世に生れて き
たこ とを価値あるものにするからです。  
私は今年 １ ０月長野市にある東山魁夷

美術館 を 見 て参 り ま し た 。 こ こ で 私 が 最
も感動したのは彼のこれまでの生涯の歩

みを収録した二本のビデオでした 。私は
これにポール ・ハ リ ス以来ロータ リーで言
っ てい る職業奉仕つ ま り 個人奉仕 と い う
ものの本質を見る こ とができたのであ りま
す 。 そ も そ も 職 業 と い う も の は 人 間が 二
度 と な い自 ら の人生 を賭けて行 う 創作 と
も い え る も の です 。 そ し て私共一人一人
の人間には社会に対す る貢献 の無限の
可能性を秘めてお り 、 この価値の集積が
即ち こ の社会な の だ と 思 い ます 。 そ し て
このよ う な人間存在の本質とも言 うべき も
の を 「 職業奉仕 」 と し て ロータ リ ー運動の
中 心 に と ら え た ポ ー ル ・ ハ リ ス の 慧 眼 に
私は今更なが ら驚か ざ る を得 ません 。 そ
し て ロ ー タ リ ー ク ラ ブ が専門職の集団 で
あ る と い う こ と の真の意義はロー タ リ ア ン
が自らの職業を通じて この社会の創造に
献身す る こ と を 前 提 と し て のみ私共 は こ
れ を 理解 で き る も の で あ り 、 そ れ は職業
倫理を説 く ロータ リ ーがロータ リーであ る
ための基本条件である と思います 。職 業
奉仕 こ そ は ロ ー タ リ ー の 生命 で あ る 、 私
はど う してもそ う思わざるを得ません 。  
 
ポール ・ハ リ スの根本思想と  

その現代的意義  
私は甚だ僣識ではあ り ますが こ こで自

分の理解 し て い る ポー ル ・ ハ リ ス の 根本
思 想 と そ の 現 代 的 意義 に つ い て 述 べ さ
せて頂きます 。  
① は 彼 の 奉 仕 的 人 生 観 で あ り ま す 。 人
生 は 奉 仕 で あ る 、 そ れ が 彼 の 思 想 の 根
本 で す 。 言 い 換 え れ ば 人 間 が こ の 世 に
生まれてきた目的は社会に奉仕し この社
会の創生に参与する こ とにある とい う こ と
です 。  
②は宗教 、 民族 、 人種 、 企業 、 職業 、諸
団体や国家 、等を越えて とい う彼の共同
体的な世界観 と で も言 う べ き思想です 。
それは正 し く人類 と し て の永遠に変わ る
こ と の な い理 想 で あ る と 共 に 、 そ れ を 可
能な ら し め る も の と し て 彼は友愛の精神
の 至 高 性 (絶 対 的 な 価 値 )を 訴 え て い ま
す。  
③は総ての人間における  

良心の自由の尊重――  
即 ち 寛 容 、 思 い や り 、 謙 虚 さ 、 友 愛 、 礼
節 、 それ と共に真実に近付かん とす るポ
ー ル ・ ハ リ ス 自 ら の 行動 に 示 さ れ て お る
「実験的 」 な態度です 。 こ れは何よ り も 事
実 を 重 ん ず る 近代科学 を 生 ん だ 普遍妥
当 性 を 求 め る 民 主 主 義 の 精 神 そ の も の
だ と 思 い ま す 。 そ し て そ れは 社 会の よ り
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良 き 発 展 と 総 て の 人 間 の 真 の 心 の幸 せ
の基盤でもある と私は思っております 。  
④ に 彼 は 、 決 し て 単 な る コ ス モ ポ リ タ ン
で は な い と い う こ と で す 。 例 え ば 彼は 三
才 の 時 よ り 父 母 の 下 を 離 れ祖 父 母 に 育
て られてい ますが 、その時体験した自由
で 愛 に 溢 れ し か も 躾 の 行 き 届 い た 家 庭
の 素 晴 ら し さ や 、 苦 難 と い う も の の 人 生
にお け る 価値 を 高 く 評 価 し 、 し か も 彼 は
自 ら が ア メ リ カ 人 で あ る こ と を 誇 り と す る
真の愛国者でもあ り ま した 。  
以上の四つの点は "Th is  Rotar i an  Age"
や彼の二つの自叙伝 を お続みに な っ た
方は皆お気付きのこ とだ と思います 。  
以上のこ と を一口で申します と 、個 とい う
ものは常に全体における個 と し て行動せ
よ と い う こ と に な り ます 。 こ の全体は時に
家 庭 で あ り 、 あ る い は 地 域 社 会 で あ り 、
又企業 、 職業 、 国家 、 国際社会 、 そ し て
世 界 と な り ま す 。 し か し こ れ ら の 間 で 中
心となる全体は大古の家族だけであった
時 代 か ら 農 耕 時 代 に お け る 部 落 な ど を
経 て 現 在 の 国 家 や 国際社 会 と い う 巨 大
な全体に発展してまい り まし た 。 しか しい
ず れの時代におい て も 個 は良心の座 で
あ り それが創造性 と責任感の泉源である
こ とに変 りはなかった と思います 。従って
個を尊重せずして全体の発展はあ り え ま
せん 。 しか し反対に全体を忘れた個のみ
の主張は 、全体を衰滅せしめ結局個を も
死滅への道を辿 ら しめます 。要するに奉
仕 と い う 個 と 全体 と の関係 を基本 軸 と す
る ロータ リーの 「奉仕の理想 」の哲理は 、
この両者を調和せしめ、個に全体に対す
る使命感と生きがいを与える もの と して 、
企業や国家 な どの 持続可能 な発展 を 可
能 な ら し め そ れ は 世 界 平和 の 真 の 根 源
でもある と私は思っております 。  
今日の 12/15 とい う日はウルグアイ ・ ラ ウ
ン ドにおいてわが国のコ メ部分解放が採
択 さ れ る 日 で あ り ま す 。 こ の 世界協調の
糸 口 と な っ た 記 念 す べ き 日 に 私 が 皆 様
方に卓話 を させ て 頂 く 光栄に浴 し た こ と
は私 と しては誠に感慨無量でございます 。

長時間にわた り ご静聴を頂いた こ とに感
謝し 、今後における皆様の一層のご指導
と ご 教 示 を お 願 い 申 し 上 げ て 拙 い 私 の
卓話を終わらせて頂きます 。  
※資本や土地や労働よ り も 、知識が主要
な生産要素 となった新しい時代におけ る
組織経営の基本は 、命令やコン ト ロ ール
ではな く 、 人々の責任感を中心 とす る創
造性の展開にある  
― ピー タ ー ・ F ・ ド ラ ッ カ ー 「 二 十 一 世紀
の企業経営 」  
 

幹 事  中 村 賢 治  
 

ト ル コ ・ シ リ ア 地 震 被 災 地へ の 災 害 救援
基金の托鉢は、 32,000 円のご賛同を頂き
ました 。ご協力あ りが と う ございました 。  
 
ニ コニコ BOX～         ￥ 20 , 000-  

 
☆ 飯 生 さ ん よ ろ し く お 願 い し ま す ☆  
君塚 ・杉 ・石渡 ・日下部 ・風間 ・池田  

☆皆さんにお世話になった父が、  
明日 25 日で 20 回忌を迎えます 。三井  

☆先週は卓話の担当委員会でしたが欠
席しました 。  
三井会員有難うございました 。  市原  
☆ﾎﾟﾘｵ基金まだ受付けていますので 、  

よろし くお願い致します 。  安宅  
☆三寒四温早 く暖か くなーれ 。    植村  
☆３ /３例会休みます 。  安宅  
☆遅刻しました 。     菊川 ・稲山 ・杉山  
 
～友愛 BOX～          ￥ 17,000-  

 
☆３ /２ で 51 回目の結婚記念日です 。ず
いぶん長く一緒にいました 。我ながら驚
きです 。  渡邊  
☆研修 ﾘｰﾀﾞｰと し ての最後の卓話をしま
す 。 よろし くお願い致します 。  飯生  
☆ 飯生研修 ﾘｰﾀ ﾞ ｰよ ろ し く お 願 い し ま す  
中村 ・寺沢 ・鈴木 ・江頭 ・浅野正敏 ・朝戸  
中島貞好 ・花島  
☆久し振 りに雨が降りそ うです 。   宮野  
 

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R.C 
火 曜 日  八 千 代 中 央 R.C 
水 曜 日  習 志 野 R.C 
水 曜 日  佐 倉 中 央 R.C 
木 曜 日  佐 倉 R.C 
木 曜 日  習 志 野 中 央 R.C 

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ ク ラ ブ  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
第 1ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ第 3夜 間 ｵﾘﾍﾞｰﾄ 
フ ラ ン ス 料 理  シ ェ ・ ム ラ      

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      ３ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト  １ ド ル ￥ XXX - 

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

２ /24 ５ ３  ４ ６  ３ ８  82･61 

■クラブ広報委員会  委員長 :田村隆治  副委員長 :久土地  剛  
■ 出 席 委 員 長  山 浦 恭 宏 ※ 欠 席 の 際 は 必 ず 火 曜 日 迄 に 出 席 委 員 長 に 連 絡 し て 下 さ い  
■例会日  金曜日 12:30～ 13:30  
■例会場  ﾊﾟｯｿ･ﾉｳﾞｨｰﾀ（〒 276-0049 八千代市緑が丘 1-1-1 公園都市プラザ 1F）  


